
生　産　研　究

☆講 演☆

◇教授　久保田　広　“Diffraction　effect　in　polarizing

microscope”Research　Center，　American　Optical　Co．

（Mass．）（1957．　9．20）

◇教授　久保田　広’‘‘　Diffraction　anomaly　in　polari・

・i・gmicr・sc・P・～’Opti・al　S・・i・ty・f　Am・・i・a・C・1・m－

bus（Ohio）Meeting．（1957．　10．　17）

◇教授　渡辺　要　助手　石井聖光　大学院学生　木村

翔「読売TVホールの建築に際して行った　‘‘Tailor

Making”について」日本音響学会秋季研究発表会（1957・

11．20）

◇助手　石井聖光　「壁面からの“Echo”に関する模型

実験について（第1報）」同上

◇教授　浅原照三　助手　高木行雄「エチレンのテロメ

リゼーションに関する研究」化学関係学協会連合秋季研

究発表大会（1957．11・23）

◇教授　浅原照三　大学院学生　三橋啓了「高屈折樹脂

塗料の製造」尚上（195Z　11．24）

◇教授　浅原照三　技術研究生　金政眩「漆原ニッケル

による大豆油の水素添加」同上
◇教授　浅原照三　中大助教授　石黒鉄郎「α一スルホン

化脂肪酸について」同上
◇教授　浅原照三「脱脂の検査法」金属表面技術協会講
習会　山ロホールにおいて（1957・11・26）

◇助教授　山田嘉昭「エクスパンダ作業に関する研究一

一機な内圧を受けるものとした場合の解析一」塑性加
工講演会において（1957．11・30）

◇教授　浅原照三　助手　早野茂夫「顔料のぬれに関す
る研究」油化学協会　界面活性剤に関する講演会（1957．

12．6）

　　　　　　　　☆寄　　　稿☆

◇助教授　森　大吉郎　“Lateral　Impact　on　Bars　and

Plates”Proc．　Society　for　Experimental　Stress　Ana－

lySis　VoL　XV，　No．11957，　p　171．

◇教授　浅原照三　研究員　概場逸志　「1一ニトロプロ

パンよりヒドロキシルアミンの合成」油化学，6，335～
7　（1957．11）

vo．utumtv．一“AtVLrVL

　　　　　　　　　筆　者　紹　介

◇渡辺　要　教授

◇岡本舜三　教授

◇北川英夫　技宕

◇斎藤弘義　助手

◇中村亦夫　助教授

博博攻攻工工専専 専攻　建築環境学

専攻　構造力学

同上

応用光学

専攻　糖化学・発酵化学
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☆教授　浅原照三　大学院学生　三橋啓了「脂肪酸ビニ

ルエステルとアクリロニトリルの共重合に関する研究
（第1報）」油化学，6，331・一　5（1957・11）

◇教授　浅原照三　助手　早野茂夫「粉体のぬれを中心

とした浬油に・ういて」　油化学，6，7，404N410（1957・

i2）

◇教授　浅原照三　研究員　後藤健一「金属のさび止め

一特に有極性さび止め添加剤について」　油化学，6，
7，　449．－454　（1957．12）

◇教授　浅原照三　秋田大学助教授　木村　誓「ドデカ

ンのニトロ化」工化誌，60，1543～5（1957・12）

◇助教授

て」建設機械化協会誌

◇研究員

三木五三郎「トラフィカリティ判定につい
　　　　　　12　1957

　　　☆著　　　書☆

河添邦太朗「吸着」新化学工学講座第12巻
日刊工業新聞社（1957．12・20）

　　　　　　　☆人　　　事☆

◇第1部　渡辺　勝技官は助教授に昇任した．専攻分野
は応用数学（微分解析機）である．　（1957・10・1）・

◇第3部　斎藤成文助教授は教授に昇任した・専攻分野
は応用電子工学である（1957．11・1）・

　　　　　☆生研所員海外渡航状況☆

◇第3部　斎藤成文教授は，昭和30年8月28日から
マサチューセッツ工科大学においてマイクロ波真空管の

雑音軽減に関する研究に従事していたが，　去る昭和32

年9月16日羽田着帰京された・
◇第5部　坪井善勝教授は，インドアソカ紡績会社の新

工場建築構造学上の問題を検討し意見の交換を行うため

同社から招へいされたので，この機会を利用し，専攻の

建築構造学の研究を進めるため，青木　繁研究員を随伴

し12月21日羽田発渡印した・
◇第1部　岡本舜三教授は，フィリッピン政府のマリキ

ナ河総合開発計画の一環としてマリキナダム建設に伴
い，その耐震実験実施のため約20日間の予定で1月10

日羽田発現地に向っk．

◇福田義民　教授　工博　専攻　化学工学

◇河添邦太朗　研究員　専攻　同上

◇三木五三郎　助教授　専攻　土質工学

◇今村芳徳　技術員　専攻　同上

◇宇田川澄子　技術員　専攻　同上
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